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第２次府中市学校教育プラン（案）に対する

パブリック・コメント手続の実施結果について

１ 意見の提出期間 平成２５年１１月１１日から

          平成２５年１２月１０日まで

２ 意見の件数等

意見件数 提出者数
意見の提出方法別人数

電子メール ファックス 郵送 意見投函箱 窓口

２３ １ １ ０ ０ ０ ０

３ 意見の概要及び意見に対する市の考え方

Ｎｏ． 頁数 項目 意見の概要 回答

１ １ 目
指
す
子
供
像

『～また、豊かな発想や感性をもち、

美しいものや自然に感動する心、正義や

公正さを重んじる心、自らを律し周囲の

人々と協調し他人を思いやる心、自他の

生命や人権を尊重する心なども大切で

す。～』と記載されていますが、「年長

者(家庭→両親、祖父母。学校→先生。

地域→地域活動における諸リーダー)を

敬う。」という文言を加えるべきと思い

ますがどうでしょうか？

本計画では、年長者に限らず、全ての

人を敬う心をもった子供を育てること

を目指しており、年長者に限定した表現

はしておりませんが、同主旨を含んでい

るものと考えております。

２ ６ １

確
か
な
学
力
を
育
て
る
（
知
）

Ｐ．６～７で、小学校５年生と中学校

２年生の授業の理解度、授業の満足度が

示されています。全般的に見て、小学校

５年生は授業の理解度、授業の満足度と

も２３年度と比較し２４年度は低下傾

向。

一方中学校２年生は授業の理解度、授

業の満足度とも２３年度と比較し２４

年度は大幅な上昇傾向となっています。

この違いについてどう分析されてい

ますか？

授業の理解度、満足度ともに概ね安定

しており、特別に大きく変化していると

は捉えておりません。しかし、低下傾向

にあるものについては、原因を分析し、

対応に当たってまいります。
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３ ８ １

確
か
な
学
力
を
育
て
る
（
知
）

例えば文部科学省が平成２５年４月

２４日（水曜日）に国語、算数・数学の

２教科で、小学校第６学年及び中学校第

３学年の全児童生徒を対象に実施した

平成 25 年度全国学力・ 学習状況調査の

結果等はどのように活かしている、ある

いは活かそうとされているのか教えて

ください。

平成２５年度全国学力・学習状況調査

の結果に加えて、市が独自で行っている

学習状況調査、東京都で行っている平成

２５年度児童・生徒の学力向上を図るた

めの調査をそれぞれ分析しています。

その分析で分かった府中市全体的な

傾向に加え、学校独自の課題を、結果を

基に指導主事が学校を訪問し、授業改善

推進プランと合わせて、授業改善の手立

てについて助言しています。学校では特

に「児童・生徒の学力向上を図るための

調査」を自校で採点し、その結果を基に

課題を把握し、その課題を解決するため

の「授業改善推進プラン」を作成し、取

り組んでいます。

４ ８ １

確
か
な
学
力
を
育
て
る
（
知
）

『・指導室訪問や校内研修等におい

て、指導主事による指導・助言を行い、

学校の学力向上に対する取組を支援す

る。』と記載されていますが、「指導主事」

を選考される際の資格要件を教えてく

ださい。

「４４歳未満で、現に主幹教諭の職に

ある者、現に指導教諭の職にある者又は

主任教諭歴が２年以上ある者」となって

おります。
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５ ９ １

確
か
な
学
力
を
育
て
る
（
知
）

『・学習指導要領の重点でもある思考

力・判断力・表現力等の課題解決力の育

成を図るため、教育課程の編成において

言語活動の充実を明確に位置付ける。』

と記載されています。自分自身も社会人

として色々な経験をしていく過程で、コ

ミュニケーション能力の大切さ(いくら

よい考え・発想をもっていても、それを

上手くプレゼンテーション(表現)する

力がないと周囲の人間を自分の思う方

向にリードできない。)をひしひしと感

じています。

そこで上記記載中の「言語活動の充

実」について具体的にどのように充実さ

れる想定なのか、教えてください。

各教科をはじめとして、記録やレポー

トの作成、説明、論述等の活動を発達の

段階に応じて推進するとともに、総合的

な学習の時間における教科横断的な探

究活動とも関連付け、言語活動の充実を

図ってまいります。

６ ９ １

確
か
な
学
力
を
育
て
る
（
知
）

Ｐ．８に『問題の解決や探究活動の過

程において、問題を分析し、まとめ、表

現する力や相手の考えを理解し意見を

交わすという、他者とのコミュニケーシ

ョンによって高められる思考力、判断

力、表現力を育成するためには言語能力

の果たす役割が大きい。』と記載されて

います。上記能力を向上させるために

は、これまでの先生→生徒という一方通

行的授業だけではなく、生徒→先生とい

う流れも意識した双方向的授業も検討

する価値があると思いますがどうお考

えでしょうか？

児童・生徒は授業において、教師を含

めた他者との対話を通して考えを明確

にし、自己を表現し、他者を理解するな

ど互いの存在について理解を深めます。

思考力・判断力・表現力等の育成を効果

的に図るためにも、教授を中心とした授

業から児童・生徒と教師の対話及び、児

童・生徒同士の学び合いを通した共につ

くる授業へと改善することが重要であ

ると捉えております。
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７ １５ ３

健
や
か
な
体
を
つ
く
る
（
体
）

『・体力テストの結果を分析し、学校

別体力向上指針を提示し、経年変化や各

校の実態を捉えた体力向上の取組を推

進する。・クラブ活動・部活動において、

学校ボランティアを含む外部指導員を

活用し活性化を図る。・体を動かす習慣

づくりや規則正しい生活習慣の好まし

い影響について、学校便りなどにより啓

発し、家庭・地域と連携した総合的な体

力向上の取組を推進する。』と記載され

ています。

一方、文化スポーツ部生涯学習スポー

ツ課が先日公表された【府中市スポーツ

推進計画(案)】では『スポーツは、子ど

もの心身の健全な発達に大きな役割を

果たします。しかしながら、子どもの体

力水準のピークとされる昭和６０年頃

と比較すると、依然低い水準にあるとと

もに、運動を「する子」と「しない子」

の二極化という現状もあります。 この

ような状況のなか、まずはスポーツ参加

のきっかけとなるスポーツイベントの

開催を通じて、子どもたちのスポーツへ

の興味と関心を高めることを目指しま

す。～』と記載されています。

子どもの体力向上について、府中市の

中でどの部署が主体となって進めてい

く方針なのかを教えてください。

学校教育においては、心身ともに健や

かな児童・生徒を育むことを念頭に、運

動することの楽しさや重要性を伝え、児

童・生徒の健全な成長を支える基礎体力

の向上や基本的な運動習慣を身につけ

ることを目指すものです。

生涯学習スポーツ課においては、児

童・生徒を含む市民全体のスポーツ環境

を整え、多くの市民がスポーツに触れる

ことができる機会を提供するものと考

えております。

教育委員会、生涯学習スポーツ課は、

それぞれの役割において事業を展開し、

連携を図りながら、児童・生徒の体力向

上を目指すものと考えております。
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８ １７ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

『また、若手教員育成研修において

は、３年間で教員としての基礎的・基本

的な力量を育成することを目標として

いるが、個人の資質・能力には長所・短

所があることから、教育アドバイザーに

よる定期的な授業観察等を通して、個々

の課題に応じたきめ細かい育成を図る

ことが必要である。』と記載されていま

す。

Ｎｏ．４でご質問した「指導主事」と

上記記載にある「教育アドバイザー」の

役割の違いを教えてください。

若手教員育成研修につきましては、指

導主事が、年間１２回実施されます研修

の内容等をコーディネイトし、その研修

の講師となり指導・助言を行っていま

す。

教育アドバイザーは、退職校長等が長

年の経験に基づき、１年次の教員の授業

観察を行い、授業力・指導力の向上に向

けた指導・助言を行っています。

９ １７ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

『いじめを無くし、児童・生徒が安心

して学ぶことができる環境をつくるた

めには、一層教員がいじめへの対応力・

指導力を身に付けていくことが必要に

なるとともに、児童・生徒の規範意識を

高め、自他の生命を尊重する心の醸成を

図ることが重要となる。』と記載さてい

ますが、いじめ自体は昔からあったと思

います。ただし、最近のいじめはテレビ

等できいていると「非常に陰湿化」して

いると感じます。

よってまずはこの陰湿さを取り除く

ことを最優先で取り組むべきではない

かと考えますがどうでしょうか？

陰湿ないじめの背景にあるストレス

を低減させるためにカウンセリングや

個人面談等の指導の充実を図ります。

１０ １８ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

「府中市における問題行動発生件数

等」を見ると、不登校の人数(特に中学

校)が非常に多いと感じます。教育委員

会側ではこの人数をどう分析され、いか

なる対策を講じようとされているか教

えてください。

いわゆる中一ギャップ（学力面、教科

担任制、部活動、人間関係等による不適

応）と言われるものが要因として考えら

れます。また、小学校段階から徐々に不

登校の傾向が出現していることも分か

っており、児童・生徒理解において小・

中学校間で情報交換を適宜行い、緊密な

情報連携と行動連携をとるよう指導し

ます。
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１１ １９ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

『ＯＪＴを活用した人材育成について、

受ける側のニーズを捉えた研修内容の実

施や組織体制の整備等、ＯＪＴの機能が効

果的に活用できる環境づくりをより一層

推進するとともに、職層に応じて学校経営

に積極的に参画する意識を醸成してい

く。』と記載されています。

一方、「平成２５年度府中市立小中学校

教員数及び現任校勤務年数」中の年齢別教

員人数(中学校)の年代分布を見ると、男女

ともに５０代の人数が突出しています。

こういういびつな分布状況下にて、上記

記載の『職層に応じて学校経営に積極的に

参画する意識を醸成』させる考え方はよい

と し て も、 具 体 的な 方 法に つ いて

は工夫(将来、学校経営の中心となる

２０代、３０代の人数面から見た比率の低

さを踏まえ)が必要と考えますが、どうお

考えでしょうか？

ご指摘のとおりと考えます。そのた

めの工夫が校内におけるＯＪＴの活用

です。

また、若手教員が経営参画できる力

を身に付けるために、マネジメント講

座等、多様な研修の場を設定していま

す。

１２ １９ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

「平成２５年度府中市立小中学校教員

数及び現任校勤務年数」を見ると、小学校

(主に男女の比率)、中学校(Ｎｏ．１１で

も記載した通り、主に年代の比率)ともに

偏りがありますが、今後の学校経営の方針

も踏まえた上でどう分析されているか？

また改善が必要と考えられているとした

場合は、その改善方針を教えてください。

小学校における教員の男女比、中学

校における教員の年代別構成比率につ

きましては、バランスに欠くものと捉

えており、東京都全体が同様の傾向を

示しています。

教員の採用及び配置は東京都教育委

員会が行うもので、本市教育委員会と

しましてはいかんともしがたいもので

すが、人事異動の内申を通して可能な

限り改善をしていく努力をします。

また、本市教育委員会としては、年

齢や職層に応じた研修を充実させると

ともに、育成方法の開発に努めている

ところです。
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１３ １９ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

「平成２５年度府中市立小中学校教

員数及び現任校勤務年数」の内の現任校

勤務年数を見ると、小中学校ともに、大

まかには 1年が一番多く、１０年以上ま

で一貫して右下がりになっています。自

分のイメージとしては５，６年の中堅が

一番多くなる山形のような分布が運営

上一番よいのではと感じますが、どうお

考えでしょうか？

教員が多くの職場を経験することで、

その経験をより良い学校運営に活かす

ことができるものと考えております。

なお、東京都教育委員会の定めた「東

京都公立学校教員の定期異動実施要綱」

の「現任校において引き続き３年以上勤

務する者を異動の対象と」し、「現任校

において引き続き勤務する年数が６年

に達した者は、異動するものとする。」

との規定に基づき教員異動が行われて

いるため、このような現状となります。

１４ ２０ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

『現在、３年に一度のサイクルで、全

校に年２回の評価委員訪問による第三

者評価を実施し、１サイクルが終了した

ところである。これまでに把握できた各

校の評価結果を学校経営や授業の改善

等に活かし、ＰＤＣＡサイクルによる組

織マネジメントの機能の向上を図る。』

と記載されていますが、第三者評価の結

果について、一般市民にも公表するお考

えはありますでしょうか？

第三者評価の公表については、学校の

努力義務としており、学校長の判断で公

表の是非を規定しています。

１５ ２１ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

『・第三者評価の実施による、学校経

営の課題と成果や改善点等をまとめた

学校経営診断書や自己評価等を活用し、

客観的な達成点と改善点を明確にし、学

校経営の改善に活かす。その情報を公

開、提供することで、広く家庭、地域か

ら理解や協力を得ることができる環境

づくりを行う。』と記載されています。

下線を引いた「その情報」が意図してい

る情報の範囲を教えてください。

学校経営診断書や、それにともなう業

務改善の成果等に関する情報を想定し

ておりますが、公開する情報の明確な範

囲は、学校が判断することとなります。
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１６ ２１ ４

教
育
環
境
を
充
実
す
る

『・教員が調査・研究を行っている府

中市立小中学校教育研究会について、そ

の自主的な活動を支援することで、教員

の資質や能力の向上及び授業改善の推

進を図る。』と記載されています。下線

を引いた「府中市立小中学校教育研究

会」について、構成員やこれまで具体的

にどういう研究を行いどういう成果を

あげているか等、組織のより詳細な内容

を教えてください。

府中市立小中学校教育研究会は府中

市立小中学校の教職員で構成されてお

り、研究部に分かれて各教科等の研究を

行っています。

具体例として平成２５年に行われた

研究発表会では、「小学校算数との接続

を意識した数学授業の在り方」として、

小中学校における算数・数学の連携の在

り方について発表を行う等、学校の実状

に則した研究を行い、その成果を市の学

校教育の振興に活かしております。

１７ ２３ ５

家
庭
と
の
連
携
を
深
め
る

家庭学習の状況ということで、学校以

外での学習状況が記載されていますが、

学習塾での勉強についてはどういう見

方をされているか教えてください。

学習塾に通う目的は各家庭で多様で

あると考えております。学校における学

力保障に関する具体的な支援の方法に

ついて、今後研究してまいりたいと考え

ております。

１８ ２８ ５

家
庭
と
の
連
携
を
深
め
る

『・市立幼稚園において、未就学園児

を含む近隣の保護者と子供が気軽に遊

び、交流することができるよう、子育て

の場や機会を提供するとともに、子育て

相談に応じるなど、地域の幼児教育の拠

点として、その施設や機能を地域に開放

し、地域の子育てを支援する。』と記載

されていますが、小中学校の保護者への

具体的支援についてはどうお考えか教

えてください。

小中学校の保護者については、各小中

学校にて問題解決への支援をしており

ます。

また、教育センターにおいても、電話

相談、来室相談等を行っております。
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１９ ２９ ６

地
域
の
教
育
力
を
活
用
す
る

『全小・中学校で実施しているセーフ

ティ教室や道徳授業地区公開講座では、

地域の教育力を活用して、講義や体験型

にするなどの工夫が見られる。しかし、

それぞれの公開講座等で意見交換を設

定していても、参加者が少なかったり、

意見が出なかったりといった課題も指

摘されている。地域住民が公開講座の価

値を見出す内容や時間の工夫が必要で

ある。』と記載されています。下線を引

いた「セーフティ教室」、「道徳授業地区

公開講座」の具体的授業内容を教えてく

ださい。また「それぞれの公開講座等で

意見交換を設定していても、参加者が少

なかったり、意見が出なかったりといっ

た課題も指摘されている。」への対策も

あわせて教えてください。

セーフティ教室では、犯罪に巻き込ま

れないための身の守り方や薬物の有害

性・依存性、乱用の危険性 、喫煙や万

引き等、悪い誘いの断り方等について、

警視庁職員等の外部人材を講師として

招き、非行防止の指導や犯罪の被害にあ

わないための指導を行っています。

また、道徳授業地区公開講座では、全

校で道徳の授業を行い、それを保護者や

地域の方に見ていただくことにより、家

庭・学校・地域社会が一体となった道徳

教育を推進しています。

課題に対しては、参加者の関心の高い

テーマを設定する、協議会の進め方や意

見交換の時間設定を工夫する等の対応

をしているところです。

２０ ３０ ６

地
域
の
教
育
力
を
活
用
す
る

『学校の教育活動に地域の人材を活

用した取組として、多くの学校で社会科

や総合的な学習の時間があげられてい

る。地域の文化や伝統を学ぶ上で、古く

から地域で生活していたことによる知

識や経験は児童・生徒の学びにとって有

用なものであり、それは、地域人材を活

用した授業等において、具体的な効果と

してあらわれている。』と記載されてい

ます。下線を引いた「具体的な効果」に

ついてより詳しく教えてください。

例えば地域の農家の方に協力いただ

き、児童が自分の手で種まきから収穫ま

で体験することを通して、学びが生活と

密着したものであることを体得するな

ど、体験を通して感性が知識と結びつ

き、より深い理解や学ぶ意欲につながっ

ています。

ご質問を受け、本文をより具体的な表

現に改めました。
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２１ ― そ
の
他

第２次府中市学校教育プラン(案)を

拝見すると、大筋としては、学校だけで

はなく、家庭や地域も一体になって子ど

もたちを育てていこうというものと認

識しました。しかし、家庭については、

平成２５年版厚生労働白書/第２部現下

の政策課題への対応/第１章 子どもを

産み育てやすい環境づくり/第１節少子

社会の現状/Ｐ．１８９図表１-１-３共

働き等世帯数の推移をみると、１９９１

年をさかいに雇用者の共働き世帯数が

男性雇用者と無業の妻からなる世帯数

を上回り、その後年々両者の乖離幅が増

大していること。また地域についても第

６次府中市総合計画/第２章 まちづく

りの主な課題/Ｐ．１６で「地域コミュ

ニティに目を向けると、住民の連帯感の

希薄化や担い手不足などにより、町内会

など地縁組織の衰退が見られます。」と

いう現状分析がなされています。

このような現状の中で、家庭や地域を

どのようにまきこんでいく想定か教え

てください。

家庭との連携につきましては、行事等

を休日に実施する等、共働き家庭でも教

育に参加しやすい環境づくりをしてま

いります。

地域との連携につきましては、外部人

材として地域の方を授業に招く、共同で

防災訓練を行う、児童・生徒が地域のお

祭りに参加する等、より学校と地域が関

わり合いをもてるよう積極的に働きか

けを行います。

また、学校、家庭、地域がより連携す

ることができるよう、全ての学校におい

て府中版コミュニティ・スクールを構築

します。

２２ ― そ
の
他

佐賀県武雄市では「家庭での予習を前

提とした反転授業」という試みが行われ

ているとテレビで見ました。今までの固

定概念にとらわれないという点では、取

り入れるかどうかは別として、上記のよ

うな他の自治体の試みにも常にアンテ

ナを張っておくべきと考えますが、ご意

見を伺わせてください。

ご指摘のとおりと考えます。他の自治

体の試みに対して情報収集に努めたい

と考えております。
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２３ ― そ
の
他

Ｎｏ．２２と同じような内容になりま

すが、文部科学省のホームページにも記

載されていますが、ＥＳＤ(持続可能な

開発のための教育（ Education for 

Sustainable Development）)についても、

例えば、Ｎｏ．１６で質問した「府中市

立小中学校教育研究会」といった場で実

践に向けた研究等されてみては？と思

いますが、どのようにお考えでしょう

か？

府中市立小中学校教育研究会での研

究内容は協議により決定されます。今後

ＥＳＤの研究についても検討がされて

いくことと考えております。


